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駐
日
ベ
ト
ナ
ム
大
使
か
ら
表
彰
状
授
与

　
在
日
ベ
ト
ナ
ム
人
の
方
々
を
対
象
に
、
支
援
活
動
に
取
り
組
ん

だ
団
体
並
び
に
個
人
を
表
彰
す
る
「
令
和
２
年
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
在
日
ベ
ト
ナ
ム

人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
し
、
貢
献
さ
れ
た
個
人
及
び
団
体
表
彰
」

が
４
月
７
日
、
駐
日
ベ
ト
ナ
ム
大
使
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

茨
城
県
連
と
山
口
会
長
ら
が
受
賞

　
式
典
に
は
全
国
か
ら
救
済
に

貢
献
し
た
５
団
体
と
個
人
招
待

者
11
人
と
そ
の
関
係
者
、
県
連

か
ら
は
小
野
昭
夫
副
会
長
、
村

田
み
の
り
事
務
局
長
、
大
場
和

男
事
務
局
次
長
、
関
彰
商
事
株

式
会
社
か
ら
湯
本
祐
一
常
務
取

締
役
が
出
席
し
ま
し
た
。

公
使
か
ら
お
礼
の
言
葉

　
主
催
者
を
代
表
し
て
ラ
ム
・

タ
イ
ン
・
フ
ォ
ン
公
使
が
あ
い

さ
つ
に
立
ち
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

は
、
ベ
ト
ナ
ム
人
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
含
む
50
万
人
を
超
え
る

日
本
に
住
む
ベ
ト
ナ
ム
人
に
多

大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
状
況
下
、
多
く
の
企

業
、
団
体
の
皆
様
か
ら
コ
ロ
ナ

禍
の
困
難
か
ら
乗
り
越
え
ら
れ

る
よ
う
惜
し
ま
ず
に
努
力
を
さ

れ
、
メ
ン
タ
ル
面
だ
け
で
な
く

物
資
も
支
援
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
有
意
義
な

支
援
を
行
っ
た
皆
様
の
貢
献
を

た
た
え
、
駐
日
ベ
ト
ナ
ム
大
使

よ
り
表
彰
状
を
贈
り
ま
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

県
連
と
山
口
会
長
が
表
彰

　
表
彰
団
体
の
代
表
と
し
て
あ

い
さ
つ
に
立
っ
た
小
野
副
会
長

は
「
当
連
合
会
は
結
成
以
来
、

日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
と
の
友
好
関

係
構
築
を
目
指
し
、
活
動
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
活
動
を
評
価
し
て
い
た

だ
き
、
光
栄
で
あ
り
大
き
な
励

み
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
茨
城

県
に
は
、
技
能
実
習
生
な
ど
１

万
人
を
超
え
る
ベ
ト
ナ
ム
人
が

生
活
を
し
て
い
ま
す
。
県
を
支

え
て
い
る
大
切
な
力
で
す
。
ベ

ト
ナ
ム
人
の
方
々
が
安
心
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
活

動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
」
と

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

困
難
な
時
こ
そ

　
フ
ォ
ン
公
使
は
「
昨
年
３
月

か
ら
６
月
ま
で
、
外
国
と
の
往

来
が
完
全
に
停
止
し
て
し
ま
っ

た
中
、
昨
年
５
月
頃
か
ら
大
使

館
領
事
部
に
朝
早
く
か
ら
夜
遅

く
ま
で
毎
日
百
人
ほ
ど
の
留
学

生
や
実
習
生
が
来
て
、
自
分
の

困
難
な
様
子
を
訴
え
て
い
ま
し

た
。
大
使
館
は
、
助
け
を
求
め

て
く
る
多
く
の
人
や
殺
到
す
る

電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
な
ど
の

対
応
に
追
わ
れ
ま
し
た
。
そ
ん

な
中
、
帰
国
困
難
者
が
約
５
万

人
い
ま
し
た
が
、
ベ
ト
ナ
ム
政

府
の
支
援
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

に
62
便
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
で
２

万
人
ほ
ど
を
帰
国
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
茨
城
連
合
会

な
ど
の
協
力
に
よ
り
、
大
恩
寺

の
ベ
ト
ナ
ム
人
僧
侶
テ
ィ
ッ

ク
・
タ
ム
・
チ
ー
さ
ん
の
と
こ

ろ
に
集
ま
っ
た
数
千
人
の
困
窮

者
の
支
援
も
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
全
国
の
自
治
体
と
の

連
携
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
罹
っ
た
ベ
ト
ナ

ム
人
約
百
人
の
治
療
も
で
き
ま

し
た
『
困
難
な
と
き
こ
そ
、
真

の
友
達
が
分
か
る
』
１
年
で
し

た
」
と
コ
ロ
ナ
禍
で
対
応
す
る

大
使
館
の
様
子
を
語
っ
て
い
ま

し
た
。

交
流
に
感
謝

　
さ
ら
に
「
３
月
８
日
、
大
使

館
の
女
性
職
員
た
ち
が
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
で
茨
城
に
行
っ
た
折
、

心
の
こ
も
っ
た
手
厚
い
お
も
て

な
し
を
受
け
、
一
同
大
変
感
激

を
し
て
い
ま
す
。
偕
楽
園
や
い

ち
ご
狩
り
体
験
な
ど
楽
し
い
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
想

い
出
に
残
る
一
日
で
し
た
」
と

来
県
時
の
話
題
な
ど
に
触
れ
、

再
度
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

前
列
左
か
ら
３
番
目
フ
ォ
ン
公
使
、
４
番
目
小
野
副
会
長
、
後
列
左
か
ら

４
番
目
関
彰
商
事
湯
本
常
務
取
締
役

表
彰
状
を
手
に
す
る
山
口
会
長

21
年
度
の
総
会
は
書
面
に
よ
る
表
決
と
な
り
ま
し
た
。



2021年 （令和３年）  ５月15日

私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋

機
関
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す

　
議
事
に
先
立
ち
山
口
会
長
が

「
昨
年
は
２
月
の
『
新
春
の
つ

ど
い
』
以
降
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
例
年
の
活
動
が
行
え
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
日
本
で
暮
ら
す

実
習
生
な
ど
の
ベ
ト
ナ
ム
人
の

方
々
へ
の
支
援
活
動
は
今
ま
で

に
な
く
で
き
た
年
だ
っ
た
。
無

料
の
弁
護
士
相
談
会
で
は
、
相

談
者
の
解
決
の
道
を
探
る
こ
と

が
で
き
た
。
会
員
の
皆
様
よ
り

多
く
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
、

実
習
生
や
県
内
大
学
の
留
学
生

に
支
援
も
で
き
た
。
活
動
の
様

子
は
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
の

報
道
機
関
に
取
り
上
げ
ら
れ
、

反
響
は
大
き
く
、
物
資
支
援
の

申
し
出
や
入
会
を
希
望
を
す
る

方
な
ど
、
多
く
の
問
合
せ
が
く

る
よ
う
に
な
っ
た
。
フ
エ
の
洪

水
被
害
に
対
し
て
物
資
を
送
る

な
ど
、
国
内
だ
け
で
は
な
く
ベ

ト
ナ
ム
本
国
へ
の
支
援
も
行
う

こ
と
が
で
き
た
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

一
、
20
年
度
の
活
動
実
践

①
支
援
活
動

　
県
内
外
12
カ
所
で
約
９
０
０

人
に
米
、
カ
ッ
プ
麺
、
菓
子
、

衣
類
な
ど
を
配
布
し
た
。

②
無
料
弁
護
士
相
談
会

　
杉
田
昌
平
弁
護
士
（
東
京
弁

護
士
会
）、
廣
田
則
夫
専
務
取

締
役
（
ア
セ
ア
ン
）、
日
野
歩

シ
ニ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
ア
セ

ア
ン
）
た
ち
が
７
回
の
相
談
会

を
開
催
し
、
リ
モ
ー
ト
や
電
話

を
含
め
て
百
人
近
い
ベ
ト
ナ
ム

人
に
対
応
し
た
。
そ
の
結
果
、

手
続
き
を
済
ま
せ
新
た
な
仕
事

に
就
い
た
人
は
30
人
以
上
、
ビ

ザ
を
取
り
直
し
た
人
30
人
以
上

な
ど
、
問
題
や
不
安
を
軽
減
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

③
他
団
体
と
の
連
携

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ー
ド
バ
ン
ク

茨
城
、
常
磐
大
学
と
の
連
携
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
越
と
も
い
き
支

援
会
日
新
窟
、
小
美
玉
市
国
際

交
流
関
係
３
団
体
、Ｊ
Ａ
茨
城

五
連
、
鉾
田
市
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
、ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
、

国
際
交
流
協
会
、
筑
波
大
学
国

際
室
、ベ
ト
ナ
ム
寺
院
大
恩
寺
、

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
茨
城
Ｎ
Ｐ
Ｏ

セ
ン
タ
ー
コ
モ
ン
ズ
と
連
携
。

④
20
年
度
会
計
見
込
み

⑤
大
使
館
か
ら
の
表
彰

　
今
年
度
取
り
組
ん
だ
一
連
の

ベ
ト
ナ
ム
人
支
援
が
評
価
さ

れ
、駐
日
ベ
ト
ナ
ム
大
使
よ
り
、

団
体
並
び
に
会
長
に
感
謝
状
が

授
与
さ
れ
た
。

二
、
21
年
度
の
活
動
（
案
）

①
次
年
度
総
会
の
持
ち
方

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
を
鑑

み
、
書
面
表
決
と
す
る
。

②
お
ひ
さ
ま
の
恵
み
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

　
８
月
末
日
ま
で
に
留
学
生
と

学
生
と
の
交
流
会
を
実
施
。

③
リ
モ
ー
ト
に
よ
る
研
修
会

　
ベ
ト
ナ
ム
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
講

習
会
や
労
働
者
問
題
対
策
講
習

会
、
資
産
運
用
と
ベ
ト
ナ
ム
株

式
市
場
学
習
会
な
ど
を
開
催
す

る
。

④
茨
城
県
連
合
会
の
法
人
化

　
法
人
格
取
得
を
目
指
す
。

三
、
そ
の
他                             

　
大
使
館
女
性
関
係
者
が
３
月

に
来
県
し
、
偕
楽
園
や
い
ち
ご

狩
り
を
楽
し
み
、
県
連
と
の
結

び
つ
き
を
よ
り
一
層
強
め
た
。

※

参
加
者

山
口
会
長
、
中
川
会
長
代
行
、

池
田
・
小
野
・
今
木
・
関
（
湯

本
代
理
）
各
副
会
長
、
砂
川
副

幹
事
長
、　
事
務
局
（
村
田
・

大
場
・
雜
賀
）

第
２
回
幹
部
会
議 

年
間
の
活
動
総
括

支
援
活
動
が
充
実
し
た
一
年

　茨城県連合会は４月２８日、茨城県立青少年会館２階研
修室で、第２回幹部会議を開き、２０２０年度の活動報告
を総括するとともに、第５３回総会へ向けての提案議題な
どを協議、決定しました。



2021年 （令和３年）  ５月15日

私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋

機
関
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す

県
連
が
サ
ポ
ー
ト

　
中
で
も
、
19
年
９
月
24
日
〜

27
日
ハ
ノ
イ
市
行
政
官
代
表
団

の
受
け
入
れ
で
は
、
筑
波
大
学

が
研
修
授
業
を
、
県
連
が
Ｊ
Ａ

を
は
じ
め
と
す
る
、
県
内
の
先

進
的
農
業
事
業
者
や
行
方
市
の

協
力
に
よ
り
、
視
察
研
修
の
企

画
、
運
営
を
担
当
し
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
会
議

　
５
月
18
日
に
筑
波
大
学
国
際

局
か
ら
「
茨
城
か
ら
は
じ
め
る

ベ
ト
ナ
ム
交
流
│
日
本
ベ
ト
ナ

ム
友
好
協
会
茨
城
県
連
合
会
と

筑
波
大
学
の
連
携
に
つ
い
て
」

の
提
案
が
あ
り
、
山
口
や
ち
ゑ

会
長
と
筑
波
大
学
国
際
局
大
根

田
修
国
際
室
長
、
同
じ
く
国
際

局 

野
村
名
可
男
准
教
授
（
東

南
ア
ジ
ア
・
台
湾
地
域
責
任
者
）

と
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ

た
会
議
で
今
後
の
活
動
に
つ
い

日本ベトナム友好協会茨城県連合会との連携：現状

日本ベトナム友好協会茨城県連合会との連携

て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
大
根
田
教
授
、
野
村

准
教
授
を
は
じ
め
、
国
際
局
の

松
澤
暢
子
氏
、
県
連
か
ら
は
山

口
会
長
、
村
田
み
の
り
事
務
局

長
が
参
加
し
ま
し
た
。

筑
波
大
学
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
現
在
筑
波
大
学
で
はJapan 
Expert

（
学
士
）
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
進
ん
で
お
り
、
日
本
で
働
き

た
い
、
日
本
と
関
わ
る
仕
事
が

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
留
学
生

の
た
め
、
集
中
的
に
４
年
間
で

日
本
語
と
専
門
分
野
の
教
育
を

行
っ
て
お
り
、
す
で
に
卒
業
し

て
日
本
の
企
業
に
就
職
し
た
学

生
も
い
ま
す
。

　
日
本
語
で
授
業
を
行
う
た

め
、
日
本
語
能
力
も
必
要
と
な

り
、
日
本
で
の
活
動
の
即
戦
力

と
な
る
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
日
本
で
の
学
費
は

自
費
な
の
で
厳
し
い
現
状
に
あ

り
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

資
金
調
達
）
を
通
し
て
の
支
援

や
、
奨
学
金
支
援
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
協
力
施
設
や
地
元

農
家
や
専
門
施
設
で
の
研
修
な

ど
県
内
の
経
済
産
業
界
と
の
連

携
が
大
き
な
鍵
と
な
っ
て
き
ま

す
。

　
今
後
は
さ
ら
に
話
し
合
い
を

進
め
、
県
連
の
会
員
や
企
業
、

地
域
組
織
と
の
協
力
を
得
て
、

更
な
る
活
動
の
広
が
り
筑
波
大

学
と
の
連
携
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

茨城から始めるベトナム交流
県連と筑波大学の連携を模索

　茨城県連合会と筑波大学の連携が２０１９年に開始し、
１０月には筑波大学国際局の大根田修国際室長に文化交
流活動「ベトナムの夕べ」においてベトナム事情につい
ての講演をいただくなど双方の交流が増えてきました。
　また、筑波大学生のベトナム訪問団参加や、ベトナム
人協会代表で助教のヴァン・キャット・カンさん（茨城
県ベトナム人協会会長）との連携も進んでいます。

産　業

アカデミア

茨城ベトナム人協会

行　政

市区町村

経　済 研　究

教　育

経済産業界

アカデミア

技能実習生

経済産業界

茨城ベトナム人協会

高度外国人材
学生

永住者 配偶者・子供
特定技能外国人



2021年 （令和３年）  ５月15日

私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋

機
関
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す

Ｅ
Ｐ
Ａ
と
は

　E
conom

ic P
artnership 

A
greem

ent

の
略
で
「
経
済

連
携
協
定
」
の
こ
と
で
す
。

　
日
本
の
場
合
、
多
国
間
の
貿

易
自
由
化
を
補
完
す
る
た
め

に
、国
・
地
域
を
限
定
し
て
「
投

資
・
人
の
移
動
・
知
的
財
産
保

護
・
協
力
」
と
い
っ
た
広
い
分

野
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　
Ｅ
Ｐ
Ａ
は
経
済
交
流
の
た
め

の
二
国
間
協
定
で
あ
り
、
介
護

福
祉
士
候
補
者
は
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
そ
し
て
ベ

ト
ナ
ム
の
３
カ
国
か
ら
受
け
入

れ
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

ベ
ト
ナ
ム
か
ら
４
人
の
候
補
者

　
今
回
配
属
が
決
ま
っ
た
の
は

フ
ィ
ン
・
テ
ィ
・
ス
ア
ン
・
ニ
ー

さ
ん
（
26
）、
ハ
ー
・
テ
ィ
・

ズ
エ
ン
さ
ん
（
23
）、ヴ
ィ
・

テ
ィ
・
ズ
エ
ン
さ
ん（
23
）、チ
ャ

ン
・
フ
ェ
ン
・
チ
ャ
ウ
さ
ん

（
23
）
の
４
人
で
、
昨
年
の
11

月
に
来
日
し
た
後
、
幕
張
で
２

カ
月
の
研
修
を
受
け
、
今
年
の

１
月
に
セ
キ
シ
ョ
ウ
グ
ル
ー
プ

の
施
設
に
配
属
と
な
り
ま
し

た
。

　
現
在
は
楽
し
そ
う
に
笑
顔
で

利
用
者
さ
ん
た
ち
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
、

働
い
て
い
ま
す
。

資
格
習
得
が
目
的

　
彼
女
た
ち
は
看
護
学
校
卒
業

生
で
、
入
国
時
の
要
件
と
し
て

Ｎ
３
（
日
本
語
能
力
試
験
３

級
）
が
必
要
条
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
Ｅ
Ｐ
Ａ
で
入
国
し
た
場
合
、

最
終
目
的
は
介
護
福
祉
士
の
国

家
資
格
を
習
得
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
日
本
語
で
日
本
の
資

格
を
取
る
に
は
相
当
の
学
習
が

必
要
で
す
。

　
ま
た
、
３
年
以
上
の
実
務
経

験
が
必
要
と
な
る
た
め
、
彼
女

た
ち
は
現
在
、
介
護
施
設
「
え

み
あ
す
二
木
成
」
と
「
ま
ご
こ

ろ
の
杜
」
で
３
年
間
の
実
務
経

験
を
積
み
な
が
ら
、
毎
日
オ
ン

ラ
イ
ン
で
日
本
語
の
学
習
を
続

け
て
い
ま
す
。

　
滞
在
期
間
は
４
年
で
、
最
後

の
４
年
目
に
は
介
護
福
祉
士
試

験
を
受
験
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
万
が
一
不
合
格
の
場
合
で

も
滞
在
を
１
年
延
長
し
５
年
目

に
再
受
験
が
可
能
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
国
家
資
格
取
得
後
は
、
制
限

の
な
い
在
留
資
格
「
介
護
」
を

得
る
事
が
で
き
、
家
族
を
呼
び

寄
せ
る
こ
と
も
可
能
と
な
り
ま

す
。
彼
女
た
ち
の
様
子
を
知

り
、
日
本
で
の
活
躍
を
願
わ
ず

に
は
い
ら
れ
な
い
思
い
に
な
り

ま
し
た
。

　
改
め
て
国
家
資
格
を
取
っ
て

働
こ
う
と
い
う
夢
の
大
き
さ
や

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
に
、
単
な
る

労
働
力
不
足
問
題
と
し
て
だ
け

で
は
な
い
大
変
さ
を
痛
感
し
ま

し
た
。
今
後
の
活
躍
に
、
ま
た

Ｅ
Ｐ
Ａ
に
取
り
組
ん
で
い
る
会

社
の
皆
さ
ん
に
エ
ー
ル
を
送
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
２
０
２
０
年
11
月
に
Ｅ
Ｐ
Ａ
で
入
国
し
た
ベ
ト
ナ
ム
人
介
護
福

祉
士
候
補
者
４
人
が
、
21
年
１
月
筑
西
市
に
あ
る
株
式
会
社
セ
キ

シ
ョ
ウ
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
「
え
み
あ
す
二
木
成
（
介
護
付
き
高
齢

者
住
宅
）」
と
、
社
会
福
祉
法
人
関
耀
会
「
ま
ご
こ
ろ
の
杜
（
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）」
に
配
属
に
な
り
ま
し
た
。

Ｅ
Ｐ
Ａ
で
国
家
資
格
に
挑
戦



2021年 （令和３年）  ５月15日

私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋

機
関
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す

　
ド
・
テ
ィ
・
ト
ウ
・
チ
ャ
ン

さ
ん
は
一
般
社
団
法
人
茨
城
県

観
光
物
産
協
会
で
仕
事
を
し
て

る
ベ
ト
ナ
ム
フ
ー
ト
省
出
身
の

33
歳
。
カ
オ
・
フ
ァ
ン
君
６
歳

と
カ
オ
・
チ
ャ
ン
・
ア
ン
ち
ゃ

ん
４
歳
の
お
母
さ
ん
で
す
。

　
日
本
に
来
て
10
年
経
ち
ま
す

が
、
岡
山
大
学
大
学
院
で
は
英

語
で
の
授
業
だ
っ
た
の
で
、
卒

業
し
て
夫
の
カ
オ
・
バ
ン
・
ソ

ン
さ
ん
35
歳
の
仕
事
で
茨
城
県

に
来
た
と
き
は
、
言
葉
が
通
じ

ず
、本
当
に
困
っ
た
そ
う
で
す
。

　
夫
の
仕
事
は
高
エ
ネ
ル
ギ
ー

加
速
研
究
機
構
素
粒
子
原
子
核

研
究
所
の
研
究
員
で
、
ス
ー

パ
ー
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
実
験
に
お

い
て
、
世
界
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
研
究
者
で
す
。

　
彼
女
自
身
大
学
院
で
「
ベ
ト

ナ
ム
に
お
け
る
事
業
廃
棄
物
発

生
及
び
そ
の
資
源
化
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
に
関
す
る
研
究
」
で
博

士
の
学
位
を
取
得
し
、
廃
棄
物

処
理
、
再
利
用
シ
ス
テ
ム
に
お

け
る
研
究
者
。
在
日
ベ
ト
ナ
ム

送
金
し
て
支
援
を

　
訪
問
す
る
事
が
出
来
な
い
た

め
支
援
金
を
送
ろ
う
と
試
み
ま

し
た
が
、
横
行
す
る
マ
ネ
ー
ロ

ン
ダ
リ
ン
グ
へ
の
対
策
の
た

め
、
海
外
送
金
が
非
常
に
厳
し

く
な
っ
て
お
り
、
少
額
で
あ
っ

て
も
ス
ム
ー
ズ
に
送
る
こ
と
が

出
来
な
い
現
状
で
す
。

　
そ
こ
で
ア
ン
タ
イ
子
ど
も
の

家
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム
と
の
事
業

を
し
て
い
る
県
連
副
幹
事
長
の

砂
川
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
送
金

し
ま
し
た
。

　
６
万
円
ほ
ど
で
す
が
、
ベ
ト

ナ
ム
で
は
平
均
給
与
の
２
ヶ
月

分
の
価
値
が
あ
り
、
う
れ
し
そ

う
な
写
真
が
送
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
施
設
の
運
営
や
子
供
の
生

活
の
た
め
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

２
年
続
け
て
中
止

　
フ
エ
外
国
語
大
学
に
は
日
本

語
日
本
文
化
学
部
の
ダ
ン
・
タ

イ
・
ク
ィ
ン
・
チ
ー
教
授
を
通

し
て
10
万
円
を
送
金
。

　
コ
ロ
ナ
の
た
め
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン

テ
ス
ト
も
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
、
４
月
に
行
わ
れ
た
校
内
で

の
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
を
知
ら
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

　
２
０
１
６
年
に
県
連
と
フ
エ

外
国
語
大
学
と
連
携
協
定
を
結

ん
で
以
来
、
毎
年
４
月
に
大
学

で
行
わ
れ
る
「
日
本
語
ス
ピ
ー

チ
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
審
査
員
を

派
遣
し
、「
茨
城
県
連
合
会
会

長
賞
（
優
勝
）」
を
贈
呈
し
て

き
ま
し
た
。

　
昨
年
に
続
き
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
コ
ン
テ
ス
ト
は
中
止
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
支
援
金
は
コ
ン

テ
ス
ト
開
催
資
金
と
し
て
活
用

さ
れ
、
ベ
ト
ナ
ム
中
部
の
中
学

生
、
高
校
生
、
大
学
生
が
参
加

す
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
大
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
過
去
に
は
、
優
勝
者
が
ベ
ト

ナ
ム
全
国
大
会
で
優
勝
し
、
日

本
へ
の
留
学
の
チ
ャ
ン
ス
を
手

に
し
た
人
も
い
ま
す
。
日
本
に

な
か
な
か
留
学
で
き
な
い
多
く

の
ベ
ト
ナ
ム
学
生
の
目
標
と
も

な
っ
て
い
る
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ

ス
ト
を
今
後
も
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

人
に
広
く
日
本
の
廃
棄
物
処
理

に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
特
に
県
ベ
ト
ナ
ム
人

協
会
を
立
ち
上
げ
る
の
に
大
き

く
貢
献
し
た
一
人
「
茨
城
に
来

て
、
日
本
語
が
話
せ
な
く
て
本

当
に
大
変
だ
っ
た
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
先
生
に
日
本
語
教
室

で
言
葉
は
も
ち
ろ
ん
、
生
活
、

文
化
を
は
じ
め
個
人
的
な
生
活

も
助
け
て
も
ら
っ
た
。
と
て
も

感
動
し
て
、
本
当
に
親
切
な
茨

城
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。
今
度
は
自
分
が
困
っ
て
い

る
ベ
ト
ナ
ム
人
の
た
め
に
情
報

交
換
や
助
け
合
え
る
場
を
作
り

た
い
」
と
話
し
ま
す
。

学
校
で
生
徒
た
ち
と（
右
）

茨
城
で
活
躍
す
る
ベ
ト
ナ
ム
人

子どもの家とフエ外大に支援金　
例
年
訪
問
団
で
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
れ
る
際
に
は
ア
ン
タ
イ
子
ど
も

の
家
と
、
フ
エ
外
国
語
大
学
を
訪
問
し
て
交
流
を
す
る
ほ
か
、
日

本
ベ
ト
ナ
ム
友
好
協
会
茨
城
県
連
合
会
と
し
て
会
員
の
皆
様
の
会

費
か
ら
支
援
金
を
届
け
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
訪
問
団
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

アンタイ子供の家の子供たちと副所長（中央）
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友
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懸
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応
援
し
ま
す

■
新
入
会
員

▽
栗
栖
恵
子（
土
浦
市
）▽
株
式

会
社
ア
キ
タ
・
長
塚
孝
司
（
つ

く
ば
み
ら
い
市
）▽
茨
城
リ
ネ

ン
サ
プ
ラ
イ
株
式
会
社
・
伊
村

佳
洋（
常
陸
太
田
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
称
略

　
　
　
　
　
今
月
の
川
柳

○ 

幼
な
子
の 

未
来
を
願
う 

鯉
の
ぼ
り

　
　
　
　
　
　
　
県
連
顧
問
　
　
人
見
章
太
郎

○ 

コ
ロ
ナ
禍
で 

ひ
と
安
心
の 

ワ
ク
チ
ン
注
射

　
　
　
　
　
　
　
事
務
局
次
長
　
海
老
根
　
巌

　
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
中
止
と

な
っ
た
全
国
総
会
が
、
リ
モ
ー

ト
で
開
催
さ
れ
、
ハ
ノ
イ
か
ら

古
田
元
夫
本
部
会
長
（
日
越
大

学
学
長
）
が
参
加
。
全
国
各
支

部
か
ら
約
50
人
が
参
加
し
て
総

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
古
田
本
部
会
長
は

「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
う
ま
く

対
応
し
て
い
た
ベ
ト
ナ
ム
で
も

４
月
以
降
変
異
ウ
ィ
ル
ス
の
拡

大
が
止
ま
ら
ず
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
累
積
感
染
者
数
は
６
千

人
を
超
え
、
新
規
入
国
者
は
３

週
間
の
隔
離
３
回
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
が
課
せ
ら
れ
、
自
宅
に
戻
っ

て
か
ら
も
１
週
間
の
隔
離
と
１

回
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
ど

う
友
好
活
動
を
継
続
す
る
か
が

問
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本

の
社
会
生
活
維
持
に
は
外
国
人

労
働
者
、
と
り
わ
け
ベ
ト
ナ
ム

人
の
力
が
不
可
欠
。
そ
の
よ
う

な
中
で
、
私
た
ち
日
本
ベ
ト
ナ

ム
友
好
協
会
が
在
日
ベ
ト
ナ
ム

人
の
困
難
に
寄
り
添
う
意
義
は

大
き
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下

で
あ
る
が
、
活
動
を
発
展
さ
せ

て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

日
本
と
の
交
流
が
さ
ら
に
拡
大

　
本
部
執
行
部
の
報
告
に
よ
る

と
、
ベ
ト
ナ
ム
の
経
済
成
長
率

は
コ
ロ
ナ
禍
で
世
界
各
国
が
マ

イ
ナ
ス
成
長
と
な
っ
て
い
る

中
、
プ
ラ
ス
成
長
を
遂
げ
て
お

り
、
政
治
・
経
済
と
も
安
定
し

て
い
ま
す
。

　
日
本
と
の
交
流
は
拡
大
が
続

き
、
多
く
の
ベ
ト
ナ
ム
人
技
能

実
習
生
や
留
学
生
が
夢
や
希
望

を
抱
い
て
訪
日
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
長
時
間
労
働
や
賃
金
未

払
い
、
犯
罪
、
失
踪
問
題
も
生

じ
て
い
ま
す
。

在
日
ベ
ト
ナ
ム
人
と
の
連
携
を

　
現
在
各
支
部
が
行
っ
て
い
る

支
援
活
動
や
ベ
ト
ナ
ム
人
へ
の

相
談
活
動
を
日
本
ベ
ト
ナ
ム
友

好
協
会
と
し
て
も
行
っ
て
い
く

こ
と
。

「
平
和
」
活
動
を
強
化
し
て
い

く
こ
と
。
財
政
や
組
織
の
立
て

直
し
。
共
生
の
在
り
方
を
早
急

に
構
築
し
て
い
く
こ
と
な
ど
を

討
論
し
、
全
て
の
議
案
が
承
認

さ
れ
、
新
役
員
が
決
定
し
ま
し

た
。

　
下
山
田
虎
之
介
名
誉
会
長
は

引
き
続
き
全
国
副
会
長
と
な
り

ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
が
魅
力
あ
る
活
動
を

　
各
支
部
が
魅
力
あ
る
活
動
を

行
っ
て
お
り
、
情
報
交
換
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
枯
れ
葉
剤
被
害
者
が
70
万
人

い
る
ベ
ト
ナ
ム
。
現
在
５
万
人

が
生
活
し
て
い
る
ホ
ー
チ
ミ
ン

で
Ｖ
Ａ
Ｖ
Ａ（
枯
れ
葉
剤
被
害

者
協
会
）、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ（
国
際
協

力
機
構
）
と
連
携
し
て
農
業
を

通
し
て
自
立
す
る
支
援
活
動
を

行
っ
て
い
る
京
都
支
部
、
コ
ロ

ナ
に
お
け
る
支
援
金
の
受
給
や

税
金
等
の
免
除
処
置
を
一
緒
に

市
役
所
に
行
っ
て
手
伝
っ
て
い

る
秋
田
支
部
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ナ

ム
デ
ィ
ン
省
農
業
高
校
を
作

り
、
南
九
州
大
学
と
連
携
し
て

活
動
し
て
い
る
霧
島
支
部
。

　
茨
城
県
連
合
会
は
技
能
実
習

生
支
援
、
学
生
支
援
を
は
じ

め
、
無
料
弁
護
士
相
談
会
、
会

員
や
様
々
な
組
織
・
団
体
・
市

町
村
と
の
連
携
に
よ
る
支
援
活

動
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

古
田
会
長
は
ハ
ノ
イ
か
ら
参
加

２
年
ぶ
り
の
全
国
総
会

　
第
66
回
日
本
ベ
ト
ナ
ム
友
好
協
会
全
国
総
会
が
、
５
月
16
日

リ
モ
ー
ト
（
遠
隔
）
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
会
議
で
開
催
さ

れ
、
国
内
と
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。



2021年 （令和３年）  ５月15日


